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１．はじめに 

淡水魚には生活史の完結が淡水域のみで可能な種と一

時期を海で過ごす必要のある種が存在する。一般に純淡水

魚と呼ばれるものはその生涯を淡水域のみで終える魚類で

あり、海水域を通じた分布域の拡大が困難なため、その分

布様式は地誌的な影響とその場の環境要因の影響を強く受

けていると考えられる。本研究で取り上げたナガレホトケ

ドジョウは生息地が河川の源流域とされ、既往の分布域調

査は河川の上流部を対象としたものしかなく、中下流域を

含めた水系全体の分布調査の例はない。そのため中下流域

での生息の有無は未だ明らかになっていない状況である。

生息地が源流域に集中している理由として、水温等の物理

環境条件の他に本種の生息域の下流側に分布域を持つドン

コやカワムツ等、捕食者となりうる魚類の影響が生息域を

制限する要因と考えられていた。本種の生息域と非生息域

の環境の差異についても解析的な知見はなく、河川におけ

る生息の有無と環境要因との対応は明らかになっていない。

そこで本研究では河川内の本種の分布様式および生息域と

非生息域との間の環境特性を知ることを目的とした。 

 

２．結果概要 

既往の分布域調査から本種の生息域が県の東部に限ら

れることは報告されているが、瀬戸内流入河川の西限は未

だ明らかになっていない。本種の分布域の境界を明らかに

するため、愛媛県東部の瀬戸内海流入河川 12河川において、

生息の有無を調査した。その調査結果を元に本種の生息が

確認された 4河川について、生息の有無および密度と環境

要因との対応を把握するため、GLM（一般化線形モデル）に

よるモデル選択を行った。解析の結果、水温等の要因の他

に、捕食者密度が選択され、本種の分布域の制限に捕食者

が関係しているという解析的な結果が得られた。また、捕

食者の影響の実態を把握するため、本種と近接した分布域

を持つカワムツを対象に、瀬や淵等の環境区分スケール・

マイクロハビタットスケールでの住み分け等、捕食回避を

目的とした生息場所選択がみられるかを調査した。その結

果、カワムツの非生息域では瀬淵間で本種の生息密度に差

はみられなかったが、カワムツの生息域では生息密度は極

めて小さく、瀬で大きくなる傾向が見られた。マイクロハ

ビタットについてもカワムツの生息域では浅場、非生息域

では利用水深に差はみられない等、捕食回避を目的とする

生息場所選択が見られた。また、本種の分布域の下限に生

息するカワムツの胃内容物分析を行った結果、胃内容物か

ら本種が確認され、カワムツによる捕食の実態が明らかと

なった。 
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